日韓の「内部から外部への移動を表す」動詞における意味拡張 : 認知言語学的観点から by 李 羽済
日韓の｢内部から外部-の移動を表す｣動詞における意味拡張　9
日韓の｢内部から外部への移動を表す｣
動詞における意味拡張
一認知言語学的観点から一
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1.はじめに
(1)彼は会社を出た｡
(1)の｢出る｣は①移動または②辞職､③出発とも解釈できる｡母語話者にとっ
ては容易に理解できる意味の使い分けも､日本語の学習者にとっては､単語の
意味が分かっても､文中で使用された語の意味の理解と使い分けの適切な理解
は難しい｡母語話者は､どのように使い分け､意味を区別して理解しているだ
ろうか｡
日本語学習者がある表現の意味が分からない場合､辞書を頼りに､その意味
を理解しようとするのが一般的であろう｡辞書を頼りにすれば①､ ②､ (参の意
味は容易く理解される｡しかし､問題は､従来の意味分析方法では意味と意味
の関連性はほとんど説明されず､具体的から抽象へ､その意味が並べ立てられ
ていることである｡その意味用法の記述は並べ立て式に日本語の国語辞典や日
韓辞典-反映され､その場限りの理解にとどまるおそれもあるし､学習者の母
語による意味説明の場合､不適切な一般化による誤用のおそれもある10
上記の問題点を踏まえ､本研究では母語話者が習得している意味の背景に隠
れているものに焦点を当てることによって､外国語学習に応用できる有効な意
味記述を試みたい｡そのため､基礎語である､日本語と韓国語の｢内部から外
1鈴木(1973)に､外国語学習において辞書の限界性やある意味記述に母語の単語で当てられるこ
との問題などについて詳しく述べられている｡
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部へ移動｣を表す｢出ル｣と｢qq(nada)｣2を対象に､認知言語学的観点から
分析を行う｡その際､それぞれの意味を支える｢言外の条件｣と､ ｢意味拡張に
おける意味と意味との関連性｣に注目する｡すなわち両言語が同一概念をどの
ようにとらえていくのか､そのとらえ方の違いが分かれば意味の拡張や意味と
意味との間の関係は自ずと明らかになり､学習者にとって苦手とするところな
どが十分予測可能であると考えるからである｡分析の結果を踏まえ､意味拡張
における日韓の異同点に注目しつつ､外国語の語嚢学習の応用可能性について
考えてみたい｡
2.分析の枠組み
本研究では認知言語学的な観点で意味記述を試みる｡その理由は人間の意味
学習には人間の認知能力(類似性認知の能力､関係性認知の能力など)が働い
ていることは多くの先行研究(吉村1995他)から指摘されており､その方法は
十分有効であると考えるからである｡
従来の意味記述は人間の認知能力を想定して分析されてこなかった｡本研究
では､人間の意味学習には人間の認知能力が働いていることを前提に､母語話
者の意味習得に近い間接的な経験ができるような意味記述を試みる｡そのため
には前述の通り､意味における｢言外の条件｣と､ ｢意味と意味との関連性｣を
忠実に記述することが有効であると思われる｡
本研究は｢内部から外部へ移動｣を表す動詞を対象とするが､日韓の共通の
意味概念の構成要素として､ ①移動主体(ヒト)と移動対象(モノ) ②内の領
域(以下､ INと略す) ③外の領域(以下､ OUTと略す)､を想定する｡そうする
ことによって両者における意味の拡張の性質を的確に把握することができると
考えられる｡
それぞれの意味について｢主体または対象の性質とその変換｣ ｢主体または対
2　韓国語の場合､主体(ヒト)の内部移動は複合動詞の｢叫7tq(na-kada)｣または｢叫且中(na-oda)｣
を用いる｡これらは｢視点｣などの別の観点で論ずる必要があるので､ここでは取り扱わないこと
にする｡
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象と領域との関わり｣ ｢実際の事柄と､把撞された概念としての意味との関係｣
などに注目しつつ､分析を行う｡
分析で使う例文は､日本語の場合はIPAL(Basic Verbs)を中心に､中型辞書を
参考にし､韓国語の場合は国語辞書を中心に参考した｡
3. ｢出ル｣の意味分析
｢出ル｣がどのように拡張していくのか､その特徴を明確にするため､主体
(ヒト)と対象(モノ)に分けて分析を行う｡後で｢qq(nada)｣の分析結果
に示すように､ ｢qq(nada)｣には主体(とりの移動は存在せず､対象(モノ)
の移動しかない点から両者の特徴が把接しやすい｡
3.1.移動主体(ヒト)の移動から拡張
(3)彼は部屋を些宣｡
(3)は移動可能な主体(ヒト)の位置移動をあらわしているが､これを｢出ル｣
の基本的な意味として捉える｡対象(モノ)の移動も同様である｡したがって､
内部移動のスキーマ3は図1のようにあらわすことができる｡スキーマとは物
や事象に関する過去の経験に基づく知識をより抽象化･構造化したものである｡
図1内部移動のスキーマ
3.1.1.活動から非活動へ
3　河上(1996:40)参照｡
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(4)学校を旦互｡ (卒業)
(5)会社を旦互｡ (辞職)
図2　活動から非活動へ
IN-する､ OUT-しない
(4)と(5)の｢学校｣と｢会社｣は､場所ではなくそれぞれ｢学業を行う場｣､ ｢働
く場｣を意味し､実際の空間を意味していない｡ (4)は仕事を行う場(IN)から
そうしない領域(OUT) -移ることを意味している｡すなわち､ ｢ある行為をす
る状態｣から｢しない状態｣へ移ることをあらわしていることから､ INとoUT
が抽象的な状態に拡張されていると考えられる｡いわばオンからオフへの移行
ともいえよう｡したがって､図2に示すように､主体(ヒト)の外部への移動
の意味が拡張され､内外と認識される領域は空間の移動ではなく､ ｢活動から非
活動-｣移すことを背景にし､主体(ヒト)の行為の転換をあらわす意味が形
成されていることがわかる｡
3.1.2.非活動から活動へ
(6)選挙(旅･会議)に些左｡
図3　非活動から活動へ
IN-しない､ OUT-する
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(6)は､ (4)と(5)とは反対に､ ｢そうしない状態｣から｢ある行為をする状態｣へ
移ることを共通の認知構造としてあらわしていることがわかる｡すなわち､図
3に示すように､主体(ヒト)が｢選挙活動しない状態｣から政治活動のため
｢選挙活動をする状態｣ -移行することをあらわす｡いわばオフからオン-の
移行ともいえよう｡
自分が活動する場面ではないことを意味する｢ここは俺の出る幕ではない｣
のような慣用句の形成の背景には､このような認知的働きが作用していると考
えられよう｡
(7)彼は韓国に旅に垣を｡
(7)のように助詞｢に｣を二つもとる､このような｢出ル｣の用法は慣用句の
ように教授されることが多い｡ ｢韓国に｣の｢に｣は場所をあらわし､ ｢旅に｣
の｢に｣は(6)に示すような､抽象的な｢活動領域-の移動｣であることが理解
できればその理解はスムーズになる｡
3.1-3.主体(ヒト)の状態変化
これまで見てきた用法は｢内から外への関係｣が具体的であれ､抽象的であ
れ､なんらかの主体(ヒト)の"移動"をあらわすものであった｡しかし､ (8)
は､これまでとは違い､ある主体(ヒト)の態度の変化が内部移動として把撞
され､拡張している｡
(8)彼は大きく(強気に)出た｡
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図4　主体(ヒト)の状態変化
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IN-そうでない状態､ OUT-そうである状態
(8)に示したように｢大きな態度でない状態から大きな態度へ｣､すなわち､｢内
部から外部-の移動｣の概念が図4に示すように､ある主体(ヒト)が｢そう
でない状態｣から｢そうである状態｣ -の状態変化をあらわす意味-拡張して
いることがわかる｡
以上､主体(ヒト)を中心に見てみた｡主体(ヒト)の移動は､物理的な移
動から､ INとOUTが何らの意味で対称的な関係を背景に､行為状態の変換､さ
らに主体(ヒト)の態度の変化をあらわすことに拡張していくのを確認するこ
とができた｡
3.2.移動対象(モノ)の出現からの拡張
以下では｢移動対象(モノ)の出現｣の意味がどのように拡張していくのか
を見ていきたい｡
3.2.1.対象と領域との関係
(9)は､ INと対象とが密接な関係にある例である｡
(9)中国古典から些を言葉
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図5　起源･結果出現
ー ヽヽ 
(9)のような｢起源｣をあらわすものは､位置移動というより｢ドレスから肩
が出ている｣のような､ ｢結果状態｣をあらわすものから拡張されたものと考え
られる｡この他にも｢生産｣を意味する｢金が些旦山｣や､ INが何らかの事柄
をあらわし､出現対象はその結果状態を表す｢何時間もの議論の末やっと結論
が些主｣も､徐々に抽象度が増すとはいえ､ ｢結果性｣の面で共通しており､図
5に示すように､同じような認知構造を持っていると思われる｡すなわち､内
部から外部-の移動のスキーマの形成を背景に､ある結果性の状態を類似した
ものとしてとらえられ､成り立つものと考えられる｡したがって､ある事柄が
●    ●    ■    ●    ●
内部から外部-の移動として把握されたものだといえる｡
(10)～(12)は対象(モノ)と出現先のOUTとが密接な関係にあると見られる例で
ある｡これらはある対象の出現先が｢世の中｣を意味し､そのため｢"知られる"
または"知らせる"｣ことになる意味群である｡
(10)彼の新作がやっと些互｡
(ll)津波警報が太平洋沿岸に旦旦o
(12)今朝の新聞に彼の名前が出ているo
図6　公開･公表
一､､､世の中 
｣′ 
JIr､ ノ′ 
OUT-世の中
(10)は｢世の中｣-の出現をあらわし､(ll)は場所というより､｢太平洋沿岸の人々｣
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に対するものであり､ (12)の｢新聞｣は世の中の人々に知られる媒体という性質
から､図6に示すように､同じような認知構造を持っているものと考えられる｡
(13)彼はすぐに気分が顔に旦互｡
(14)最近の彼の作品には重厚さが出てきた｡
図7　状態保持
指1.. 現一. きL ????
oUT-状態
(13)と(1朝ま対象の出現によって｢OUT｣がある状態を帯びる意味をあらわし､
移動の意味が状態性-拡張する｡
3.2.2.領域と領域との関係
(15)～(1翻ま､移動の元と移動の先においてある特定の関係が成り立つ意味群で
ある｡
(15)手当てが当局から職員に些互｡
(16)消費者から会社に苦情が些主.
(1?先生から許しが些左｡
図8　今寺定の関係に基づく授受
-. 
Ir､ 
IN/OUT-特定の関係
日韓の｢内部から外部への移動を表す｣動詞における意味拡張17
すなわち､ ｢当局と職員｣ ｢消費者と会社｣ ｢先生と生徒｣の間の関係は､何ら
かの｢上下または利害｣の関係にあり､対象(モノ)の移動はその関係を前提
とした授受である｡
以上､見てきたように､モノの内から外-の移動の意味は､その移動される
モノと領域とされるトコロの間において､その関係の違いをもとに拡張されて
いることがわかる｡
3-2.3.境界が何らかの基準
今まで見てきたものは対象と領域とされるトコロとの関係の違いがその拡張
の中心にあった｡拡張において､それらとその性格を異にするものがある｡
(1功　彼はお腹が出ている.
(19)彼女の年は50を出ている.
Czo)素人芸をまだ出ない｡
図9　基準超過･未達
二二≡二
IN-未達､ OUT-超過
(1釧ま人間の胸と下腹の垂直線が､ (19)は50という年がそれぞれ基準として働い
ていることが分かる.また､ eo)は芸の水準が期待値を下回っていることを意味
していることから､これらは認知構造を同じくしているといえる｡図9に示す
ように､内外の境界が何らかの意味で｢基準｣として働いていることが分かる｡
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4.叫中(nada)の意味分析
｢qq(nada)｣は日本語の｢出ル｣に対応する概念を持つ語である｡しかし､
｢出ル｣とは違って､ ｢叫中(nada)｣は主体(ヒト)の移動は存在しない｡以下､
｢qq(nada)｣はどのように拡張するのか見てみよう｡
4.1.外部への出現
el)せql月　望717t Llヱ裏中. (部屋カラ　煙ガ　デテイル)
臣2)号卑^BoJcll　　望珂　雪oll　手望可　愛望.
(中学生ナノニ　モウ　顎ニ　ヒゲガ　デタ)
図10　内部からタ帽拝への出現
Czl)は｢せ(部屋)｣という内部空間から｢望71 (痩)｣という対象(モノ)が出
現することをあらわし､ Cz2)は｢雪(顎)｣という身体の一部に｢手望(ヒゲ)｣
という対象(モノ)が出現することをあらわす｡すなわち､トコロの内部から
対象(モノ)の出現をあらわしている｡これを｢qq(nada)｣の基本義として
とらえることができる｡
この他にもINが身体であることを共通な条件に､移動の対象として｢可司ヲT･
考､ 01､古書､曾(髪の毛､歯､涙､汗)｣があげられる｡このように､ ｢qq
(nada)｣は図10に示すように､ある内部からある対象(モノ)が出現すること
を基本義としている｡
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4.2.移動対象の移動から拡張
まず､ Cz3),餌に示すように､ ｢出ル｣と同じような拡張が見られる｡
但3) ^J昔oll ol喜ol室望.(新聞二　名前ガ　デタ)
図6　公開･公表
･､､世の中 
-I 
r､ ､一一一′ 
OUT-世の中
糾　明干011吉JAT斗7Tせり中. (大部ニハ　リンゴガ　デマス)
図11産出
IN=大部　oUT=全国
鋤に示したように､ ｢出ル｣と同じく｢公に知られる｣意味-拡張するものも
あり､また餌のように､生産の意味-拡張するものもある｡
しかし､以下に示すように､拡張において｢出ル｣とは異なりを見せる｡
細　部n7t生壁. (ニオイガ　デル)
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図12　五感による認識
IN-対象(モノ)
鍋に示したように､主体(ヒト)がある対象から感覚的な認知をあらわす意
咲-拡張している｡この他にも出現の対象として｢t31､千g.i用､卦･･ (味､く
さいにおい､光など)｣などがあげられる｡すなわち､五感で認識する､ある感
覚的状態を内から外-の移動の概念で把握している｡
INとしての人間がある状態を帯びる意味として､ e6)のようなものがある｡
Cz6) tBol生壁. (病気ガ　デル)
この他にも出現されるモノとして｢%71 (勇気)､章句(田舎臭い感じ)､干
雪召(吐き気)｣などがあげられる｡鍋とe6)との違いは､出現の領域が｢ある対
象｣か､ ｢身体｣か､の違いで認知的には同じものと見なすことができよう｡
また､臣7)のように､ INとして人間の感情領域に､ある感情が引き起こされる
ことをあらわす意味へと拡張される｡これは人間のある感情や心理状態を表す
ので｢IN-OUT｣と考えてよいかと思われる｡
担7)ヰ音Ol±望. (イライラガ　デル)
図13　感情･心理状態の出現
∈) ?
IN･OUT-対象(ヒト)
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この他にも感情出現の対象として｢封､ ^eij召(怒り､ムカつくこと) -｣な
どがあげられる｡
幽　骨(斗司)ol旦望. (部屋(席)ガ　デル)
図14　状態の出現
･､…十､ 
十一一一噂静 
､一一一一′ 
OUT-トコロ
鯛は部屋または席が｢空いてない状態｣から｢あいた状態｣が出現すること
を意味する｡これらはそもそも､ ｢型骨(空き部屋)､型ヰ司(空いた席)｣の
｢型(空いた)｣が省略されたもので､領域としての対象に｢空いた｣状態の発
生の意味-と拡張していることがわかる｡
eg)月%oll書手7t旦亘. (ソウルニ　洪水ガ　デタ)
図15　事態の発生
LI 
Jr､ 
OUT-トコロ
eg)に示すように､ある所にある事柄が発生する意味-と拡張していく｡この
他にも対象(モノ)として｢召増､せ司､斗王､主音-- (戟争､騒ぎ､事故､
噂) -｣などがあげられる｡
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(30)音司杏ol申せ(卑せ)旦望. (窓ガラスガ　粉々ガ　デタ)
図16　状態変化
ヽ一一一一 
さらに､ (30)に示すように､対象である｢窓ガラス｣における正常な状態から
壊れた状態-の変化が内部から外部への移動の概念でとらえられている｡この
ように､ある対象における変化状態の出現の意味まで拡張していく｡
以上の分析から､分かるように｢qq(nada)｣は出現から｢ある状態の変化｣
へ拡張している｡すなわち｢qq(nada)｣は｢出ル｣と異なり､主に｢人間の
感覚や心理状態の発生｣ ｢ある場所における事態の発生｣ ｢ある対象における変
化状態｣をとらえるに｢内から外-の移動｣の概念が用いられて拡張していく｡
5.日韓の｢内部移動動詞｣の意味拡張の異同
以上の分析から､内部から外部-の位置移動の概念が｢ある状態の変化をあ
らわす意味-｣と拡張していくという点で､その拡張の方向性は共通であるが､
それぞれの意味を支えている｢言外の条件｣に大きな違いを見せていることが
分かった｡
分析の結果から｢出ル｣と｢qq(nada)｣の拡張における主な特徴をまとめ
て以下の表に示す｡
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表1 ｢内部から外部へ移動｣を表す｢出ル｣と｢叫ヰ(nada)｣の特徴
出ル ?h黷????
･移動の対象は主体(ヒト)と対象(モノ) 唸昆:?ﾉ??,ﾙ???(6ﾒ?ﾈ-ﾒ?
･主体(ヒト)の行為状態の転換､態度の 唳?ｭH,ﾉ?yﾒ隲H???,ﾉJﾙ?-hｦy*2?
変化はⅠNとoUTが対称的な関係を条 唸*?倬i[?ﾉJﾙ?ﾘ,ﾈｦy*2?
件に成り立っている 唳???(6ﾒ?ﾉ¥?ｸﾈｸ惠/?ｩ:?ﾈ･ID?
一内外の境界線が何らかの｢基準｣とし て働く ?YF8環?
この結果から､内部移動をあらわす動詞において､両言語の学習者が理解ま
たは運用において理解しやすいものと苦手とするものをはっきりさせたといえ
る｡まず､韓国語を母語とする学習者の場合､ ｢戦争が出た｣のように事態の発
生などに関しては誤用の可能性が高いことが予測される｡さらに､日本語の｢素
人芸をまだ出ない｣のような｢基準意識｣などは認知的な観点から運用におい
て苦手としていることも予測される｡逆に日本語を母語とする韓国語学習者の
場合は､ヒトの内部からの移動､心理状態･感情の出現､ある場所における事
柄の発生､対象の変化状態の発生などは｢出ル｣の概念にないことからその意
味の理解と運用に苦労が予想される｡
6.おわりに
以上の考察を通し､ ｢言外の条件｣や｢意味と意味との関わり｣を中心にした
意味記述は母語話者の意味習得に近い間接的な経験を可能にし､とくに外国語
の語義学習において十分有意義な分析法であることを示した｡これによって従
来の並べ立て式の意味記述の問題はある程度解決されたと考えられる0
今後､外国語の語嚢学習において､今回の意味分析がどの程度有効であるか
を実証する必要がある｡同時に同方法による､他の基礎的な語の分析を行い､
言語によらない､人類共通の認知傾向と日本語と韓国語の意味拡張の特徴を明
らかにする必要がある｡
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